
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 1 月から歯磨き粉のフッ素濃度の推奨基準が変更されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月１日 

大山保育園 

看護師 桐野・中山 

ほけんだより ６月号 

６月４日～１０日は歯と口の健康週間です。歯はかたい食べ物も噛めるよう、エナメル質で覆われています。しかし、乳歯

は永久歯に比べてエナメル質が薄く、虫歯になりやすいのです。小さなころから、歯磨きの習慣をつけて歯を守りましょう。 

 

 

6 月 乳幼児健診日程（朝霞市） 

＊１歳６か月児健診 6/3（火）・6/24（火） 

対象者 令和５年１１月生まれ 

 

※問い合わせ先 

こども・健康部 こども家庭センター 母子保健係 

Tel:048-423-4369 

 

5 月の感染症情報（5/1-5/●） 

 

RS ウイルス １名 

突発性発疹 １名 

 

 

 

歯科健診のお知らせ 

６月 26 日（木）に行います 

 

歯について気になることがありましたら 

事前に担任までお知らせください 

歯磨き指導のお知らせ 

はと 6 月 3 日（火） 

つばめ 6 月 4 日（水） 

染めだし液を使って磨き残しのチェックを行います 

・汚れてもよい服装で登園 

・フェイスタオル（汚れてもよいもの） 

の準備をお願いいたします 

フッ素入りの歯磨き粉はむし歯予防にとても効果的です。フッ素は歯のエナメル質を強化し、むし歯の発生を抑え

る働きがあります。フッ素入り歯磨き粉の濃度が高いほど、むし歯予防効果があるといわれており、WHO によると

1000ppmF 以上のフッ素配合歯磨き粉ではフッ素濃度が 500ppmF 上がるごとにむし歯予防の効果が 6％増加す

ることが報告されています。 

(1000ｐｐｍF 以上の濃度のものは、６歳未満の子どもには使用できないので注意してください) 

 

 

年齢 使用量 フッ化物濃度 

歯が生えてから２歳 米粒程度（1-2mm 程度） 900～1000ppmF 

３～５歳 グリーンピース程度（5mm 程度） 900～1000ppmF 

６歳～成人 歯ブラシ全体（1.5-2cm 程度） 1400～1500ppmF 

うがいができないうちはジェルタイプ、うがいができるようになったらペーストタイプでも◎ 

歯磨き粉のうがいは少ない水の量で１回のみです。フッ化物が口の中に長く留まり、虫歯予防効果が高いです。 
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